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　バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
民
共
和
国

は
イ
ン
ド
の
東
側
に
位
置
し
、
一

部
の
国
境
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
接
し

て
い
る
。
ガ
ン
ジ
ス
川
や
ブ
ラ
フ

マ
プ
ト
ラ
川
、
メ
グ
ナ
川
と
い
っ

た
大
河
が
合
流
し
て
ベ
ン
ガ
ル
湾

に
注
ぐ
土
地
で
あ
り
、
洪
水
や
サ

イ
ク
ロ
ン
の
印
象
が
あ
る
方
も
多

い
だ
ろ
う
。
北
海
道
の
二
倍
程
の

面
積
に
日
本
の
人
口
を
超
え
る
約

一
億
四
〇
〇
〇
万
人
が
暮
ら
し
て

い
る
と
い
う
人
口
密
度
の
高
さ
も

注
目
に
値
す
る
。「
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
」
は
ベ
ン
ガ
ル
語
で
「
ベ
ン

ガ
ル
の
国
」
を
意
味
す
る
。
東
洋

初
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し

た
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
に
よ
る
国
歌
で

は
「
黄
金
の
ベ
ン
ガ
ル
」
と
歌
わ

れ
て
い
る
が
、
現
在
の
イ
メ
ー
ジ

は
ど
う
だ
ろ
う
か
？

　こ
の
国
に

つ
い
て
知
る
た
め
の
日
本
語
資
料

を
当
研
究
所
図
書
館
の
蔵
書
か
ら

紹
介
し
て
み
た
い
。

　概
要
を
つ
か
む
た
め
に
、
辛
島

昇
ほ
か
監
修
『
南
ア
ジ
ア
を
知
る

事
典

　新
訂
増
補
版
』（
平
凡
社

　二
〇
〇
二
）
の
地
域
編
で
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
を
参
照
す
る
と
、
七

ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
基
本
情
報
の
解

説
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
項
目
か
ら

引
く
こ
と
も
で
き
、
例
え
ば
「
ベ

ン
ガ
ル
」
を
引
く
と
、
主
に
イ
ン

ド
の
西
ベ
ン
ガ
ル
州
と
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
を
あ
わ
せ
た
地
域
か
ら
な

る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
定
義
や

歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　大
橋
昌
明
、村
山
真
弓
編
著『
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
知
る
た
め
の
六

〇
章

　第
二
版
』（
明
石
書
店

　

二
〇
〇
九
）
は
、
こ
の
国
に
つ
い

て
総
合
的
に
扱
っ
た
入
門
書
と
し

て
充
実
し
た
内
容
の
一
冊
で
あ

る
。
四
〇
名
以
上
の
執
筆
者
に
よ

り
、
幅
広
い
内
容
が
解
説
さ
れ
て

い
る
。
初
版
は
二
〇
〇
三
年
発
行

だ
が
、
第
二
版
で
は
三
五
ペ
ー
ジ

増
と
な
り
、
そ
の
間
の
変
化
を
反

映
し
た
加
筆
・
修
正
が
な
さ
れ
て

い
る
。
類
書
と
し
て
臼
田
雅
之
、

佐
藤
宏
、
谷
口
晉
吉
編
『
も
っ
と

知
り
た
い
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
』（
弘

文
堂

　一
九
九
三
）
が
あ
る
。

　同
国
は
一
九
七
一
年
の
独
立
に

よ
り
東
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、

東
西
パ
キ
ス
タ
ン
が
イ
ン
ド
か
ら

独
立
し
た
の
は
一
九
四
七
年
で
あ

り
、
短
期
間
に
た
て
続
け
に
独
立

を
経
験
し
た
珍
し
い
国
で
あ
る
と

い
え
る
。
そ
の
歴
史
や
独
立
の
背

景
に
つ
い
て
知
る
に
は
次
の
よ
う

な
資
料
が
参
考
に
な
る
。
加
賀
谷

寛
、
浜
口
恒
夫
著
『
世
界
現
代
史

一
〇

　南
ア
ジ
ア
現
代
史
Ⅱ

　パ

キ
ス
タ
ン
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
』

（
山
川
出
版
社

　一
九
七
七
）
で

は
ム
ガ
ル
帝
国
の
衰
退
か
ら
イ
ギ

リ
ス
に
よ
る
植
民
地
化
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
民
衆
に
と
っ
て
国
家

の
意
味
と
は
何
か
と
い
う
疑
問
を

軸
に
両
国
の
歴
史
を
概
観
し
て
い

る
。
年
表
や
参
考
文
献
リ
ス
ト
が

収
録
さ
れ
て
お
り
両
国
独
立
の
流

れ
の
理
解
に
役
立
つ
。
こ
の
国
は

イ
ス
ラ
ム
教
を
国
教
と
し
、
ム
ス

リ
ム
が
人
口
の
九
割
以
上
を
占
め

る
。
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
意
識
と

「
デ
シ
ュ
（
ク
ニ
）」
と
い
う
概
念

か
ら
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
社
会
の
把

握
を
試
み
た
も
の
と
し
て
、
高
田

峰
夫
著
『
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
民
衆

社
会
の
ム
ス
リ
ム
意
識
の
変
動

　

デ
シ
ュ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
』（
明
石

書
店

　二
〇
〇
六
）
が
あ
る
。
著

者
の
博
士
論
文
を
元
に
し
た
五
六

二
ペ
ー
ジ
の
大
部
の
書
で
あ
る
。

佐
藤
宏
編
『
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

　

低
開
発
の
政
治
構
造
』（
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所

　一
九
九
〇
）
は
、

独
立
後
の
政
治
・
経
済
状
況
に
つ

い
て
軍
や
各
種
指
導
者
層
と
い
っ

た
権
力
構
造
か
ら
み
た
研
究
書
で

あ
り
四
名
の
著
者
に
よ
る
六
つ
の

章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　現
地
の
暮
ら
し
を
描
い
た
も
の

も
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
た
い
。

　ロ
キ
ア
・
ラ
ー
マ
ン
・
カ
ビ
ー

ル
著
・
大
岩
豊
訳
『
七
人
の
女
の

物
語

　バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
の
農

村
か
ら
』（
連
合
出
版

　二
〇
〇

〇
）
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら

農
村
女
性
の
自
立
に
向
け
て
活
動

し
て
き
た
著
者
が
村
で
出
会
っ
た

女
性
達
の
人
生
に
起
き
た
数
々
の

困
難
な
出
来
事
を
通
し
て
、
現
地

の
農
村
社
会
に
お
け
る
女
性
の
状

況
が
鮮
烈
に
語
ら
れ
て
い
る
。
一

方
、
K
．
ガ
ー
ド
ナ
ー
著
・
田
中

典
子
訳
『
河
辺
の
詩

　バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
農
村
の
女
性
と
暮
ら
し
』

（
風
響
社

　二
〇
〇
二
）
で
は
一

五
ヶ
月
間
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
通
し
て
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
が
経

験
し
た
村
の
暮
ら
し
が
人
々
の
心

情
に
寄
り
添
っ
て
描
か
れ
て
お

り
、ま
た
違
っ
た
印
象
を
与
え
る
。

男
性
の
視
点
か
ら
書
か
れ
た
も
の

と
し
て
は
細
矢
進
吾
著『
ジ
ョ
イ
・

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

　私
の
み
た

「
混
沌
と
質
朴
」
の
国
』（
耀
辞
舎

一
九
九
三
）
が
あ
る
。
灌
漑
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
技
術
指

導
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
著
者
の

二
年
の
駐
在
経
験
を
通
し
て
み
た

こ
の
国
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い

る
。　バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
聞
い
て
貧

困
や
開
発
援
助
が
浮
か
ぶ
方
も
多

い
だ
ろ
う
。
佐
藤
寛
編
『
開
発
援

助
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
』（
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所

　一
九
九
八
）
で

は
、「
援
助
の
実
験
場
」
と
も
呼

ば
れ
る
こ
の
国
の
事
例
を
も
と

に
、
一
二
名
の
執
筆
者
に
よ
る
多

様
な
切
り
口
か
ら
「
援
助
」
と
い

う
現
象
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。
向
井
史
郎
著
『
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
発
展
と
地
域
開
発

　地
域

研
究
者
の
提
言
』（
明
石
書
店

　

二
〇
〇
三
）
で
は
地
域
研
究
者
と

い
う
立
場
か
ら
人
口
問
題
を
軸
に

就
業
機
会
や
食
糧
、
出
稼
ぎ
や
教

育
の
問
題
に
つ
い
て
の
提
言
が
な

さ
れ
て
い
る
。
都
市
部
の
開
発
に

関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
三
宅
博

之
著
『
開
発
途
上
国
の
都
市
環
境

｜
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ダ
カ

　持

続
可
能
な
社
会
の
希
求
』（
明
石

書
店

　二
〇
〇
八
）
が
あ
り
、
首

都
ダ
カ
に
お
け
る
環
境
問
題
、
廃

棄
物
と
い
っ
た
内
容
を
扱
っ
て
い

る
。　バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
出
身
で
グ
ラ

ミ
ン
銀
行
の
創
設
者
、ム
ハ
マ
ド
・

ユ
ヌ
ス
氏
が
二
〇
〇
六
年
に
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
の
は
記

憶
に
新
し
い
。
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
を

は
じ
め
と
す
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
本
誌
一
三

七
（
二
〇
〇
七
年
七
月
）
号
の
同

コ
ー
ナ
ー
で
資
料
を
紹
介
し
て
い

る
。

（
さ
か
い

　か
な
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
）

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
知
る
た
め
に

坂
井
華
奈
子
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